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鼻 ．

　Compatibility　of　enteric −coated 　Futraful　E　Granules （FTEG ） with 　60　commercial 　prepa−
rations 　was 　investigated．　 In　combination 　with 　 FTEG ，　 changeg ，　 in　 appearance （wetness ，
coagulation ，　 coloration 　and 　liquefaction） under 　the　 worst 　 condition 　（300，　RH 　92％）were

observed 　in　only 　3　0f　the　60　preparations ： neophylhne ，　theocolin　and 　sodiurn 　bicarbonate．
In　thin−layer　 chromatography ，　 decomposed 　 compounds 　 produced 　 in　combination 　of　FTFG
with 　the　3　preparations　were 　identified　as 　5−fluorouracil．　In　the　dissolution　test，　 FTEG
was 　not 　dissolved　in　lst　fluid（J．P．　IX）in　the　 same 　cornbination ．　Therefore

，
　the　combinatien

of 　 FTEG 　 with 　20f 　 the 　3　preparations　 should 　 be　avoided ，　but　the　 comblnation 　 with 　the
remaining 　57　preparations　is　possible　 Lf　attention 　is　 paid　to　packaging，　 duration　of

administratiQn 　and 　other 　conditions ．

は 　 じ　め　に

　化学名 1−2（一テ トラ ヒ ド ロ フ リル ）
−5一フ ル オ ロ ウ ラ シ

ル （以下 FT −207 と略す ）を主成分とした細粒剤の 配合

変化試験は ， 現在 まで に い くつ か 報告さ れ て い る1−S）．

　今回 ，胃腸障害の 副作用を軽減す る 目的で腸溶性とし

た フ ト ラ フ ー
ル E顆粒（以下 FTEG と略す）が 開発され

た．そ こ で 著者 らは こ の 製剤 に つ い て，前報
1）

の 配合薬

剤さ らに 6種 の 薬剤 と配合 し，日本薬剤師会調剤技術委

員会配合変化試験
些，

に よ る外観変化 の 観察ならびに FT −

207 の 含量 を測定 し ，そ の 配 合性の 可否 を フ トラ フ ール

細粒 と対比 検討 し た の で 報告す る．

実　験 　の　部

　 1． 試　料

　FTEG （大鵬薬品工 業 製）お よび 使用頻度の 高い 市販

被験薬 60 品 目を 試料 と した ，

　FTEG は 本剤 O．89 中 FT−207 を 400  含有す る腸

溶性顆粒剤 で あ る．こ の FTEG 　O．49 に 対 し て ，被験

＊
東京都 豊 島 区 上 池 袋 1 丁目37−1 ；37−1，Kami −

　ikebukuro　1−chome ，　 Toshima −ku，　 Tokyo ，170
　Japan

薬の 1回常用量を秤取して 乳鉢中で 軽 く混和 し，白色パ

ラ フ ィ ン 薬包紙お よび 湯山式分包機用ラ ミ ネート加工 グ

ラ シ ン 紙 で分包 した ．

　2．　保存条件お よび 判定 基準

　前報 に 準 じ，次 の よ うに 判定 した ．

　
一：変化 の 全 く認 め られ な い もの ．

　 土 ：変化 の 有無 の 疑わ しい もの ．

　十 ： 明 らか に 変化 は 認め られ るが ， 実際の 調剤投与に

　　　差 し支えない 程度の もの ．

　十 ： 調剤投与に 差 し支 え る程度 の 変化が 認め られ る も

　 　 　 の ．

　3． 薄眉ク ロ マ トグラフ ィ ー （T．L．C．）

　前報に 準 じ ， 次 の よ うに 判定 した ．

　
一

：FT−207 の 単一ス ポ ッ トで 5−FU が 検出されない

　 　 　 もの ，

　 十 ： FT −207 と 5−FU の ス ポ ッ トが認め られ，　FT −−207

　　　の 分解率は 1％以 下 で ある もの ．

　十 ：FT −207 と 5−FU の ス ポ ッ トが 認め られ ，
　FT −207

　　　の 分解率 は 1〜25露で ある もの ．

　衵 ： FT −207と 5−FU の ス ポ ッ トが 認め られ，　FT −207

　　　の 分解率は 25〜5 ％ で ある もの ．

｛
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　 4，　 pH

　E．Merck 社製特殊 田 試験紙を使用 し，湿潤状態 で 測

定 し た ．

　5． 溶出試験

　USP 　XIX 　Dissolutienを 準用 し ，
　USP 溶出試験器（富

lU産 業製 TR −5S3 型）を用 い て 行 っ た ，バ ス ケ ッ ト回

転数 100rpm ，液量 1000　m息，湿度 37°
土 1 の 条件で 行

っ た ．試験液と して，第九改正 日本薬局方 の 崩壊試験液

第 1 液お よ び 第 2 液 を用 い ，溶出液の 定量法 は 吸光度測

定法 を用 い た ．試料は 経時後第 1液で 10分間 洗浄して

配合薬剤を除い た後，105° ，30 分間乾燥 した後，O．29

を正 確 に 量 り用 い た ．

黜 率（％）一審 ・ 1・・

　 Es ； 溶出液 の 吸光度，　 ET ： 標準液の 吸光度

結 果 と 考 察

　 1．　 タト観 変 ｛匕

　FTEG と繁用被験薬 60 品 目 とを 配合 し ， 薬包紙 で 分

包 ，また ラ ミネー
ト加工 グ ラ シ ン 紙で ヒ ートシ ール 分包

し た 場合，最悪，中間お よび 最良 の 各条 件下 で 変 化 の 生

じなか っ た 被験薬を表 1に ， 変化を 生 じた被験薬に つ い

て は 最悪 ，中間 お よび 最良条件に お け る変化 をそれぞれ

表 2 ，表 3 お よ び表 4 に 示 した ．

　FTEG お よび ア ル ミ ゲ ル 等 の 被験薬35品目は ， 最悪，

中間お よび最良の 各条件 下で ，外観変化は 認め な か っ

た ．前報
1， と比較して ，ラ ドン ナ ，グ ル タ イ ド，

S．M
，

ア デ コ ン の 4 贔 目は 単剤の み で も変化は 認め られなか っ

た ．こ の こ とは ロ
ッ トの 相違 に よ る と考え られ る．

　最悪条件下で ，単剤 お よび 配合剤の い ずれ か に お い て

外観変化の 生 じた 被験薬 は 25品 目で あ り ， 湿潤 ， 固化，

液化お よび着色 が認め られ た ．こ れらの 外観変化は い ず

れ も吸 湿由来の 変化で あり，ヒ
ー

トシ
ー

ル 包装に よ り軽

減また は抑制 された ．こ の うち外観変化の 著明なパ ン ク

レ ア チ ン 等の 7品目お よび エ ソ トモ ール とエ ン テ ロ ノ ン

R の 2 品目は ， 中間条件 お よび 中間 ， 最良条件下で 同様

な 変化を 示すが ，そ の 程度は 保存条件 に 比例 して 軽減

し，前報と同様の 結果で あ っ た ．

　一
方単剤と配合剤 と の 外観変化 を比 べ る と ， 被験薬の

単剤 よ り外観変化が軽減した もの は ジ ア ス タ
ー

ゼ ，エ ビ

オ ス ，パ ン ビ タ ン ，ア ス パ ラ お よび シ ナ
ール の 5 品 目で

あ っ た，特 に 消化酵素剤 とビ タ ミ ン 剤 は単剤に お い て も

著 明 な外観変化を 生ず る こ とに よ り，防湿包装等の 保存

条件お よび調剤投与期間等 に 前報 と同様 に 留意す る必 要

があ る．

　単剤と同程度の 変化を生 じた もの は パ ン ク レ ア チ ン 等

17 品日で あ っ た ， こ の うち パ ソ ク レ ア チ ソ ， エ ン テ ロ

ノ ン R ，エ ン トモ ール ，ビ ク シ リ ン ，パ ス トシ リ ン ，ソ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （182頁｝こ つ づ く）

表 1 ．単剤お よび 配 合剤 に お い て 変 化の 認 め な か っ た 薬剤

r〔

薬 　　品　　名 会　 社 名1

配 合量

　（9＞
薬　　品 名

ノ嵩
∫ ミ 社 名

配 合 量

　（9）

Alumigel II騾 外 LOAspyrin ．ヒロ
广一
贔 1．0

Normosan 武 旧 1．0Nobamin 　 1％ 塩 野 義 0 。5

Nacid 塩 　　野 義 2．0Cercin 武 田 O．3

Primperan 藤 沢 0．5Serenal 　 10％
　．．．． ：止ノ、 0．2

Glumin 協　和 　発 酵 1』 Serenace 大 目 本 0．1

Ulcerlmin 「1・ 外 LOContol 　 1％ 武 田 1．0

Methaphyllin エ 　ー　ザ イ 1．OPbenobarbita ［ 10％ 藤 永 o．2

Finahn 　 G 山 　 　之 内 1．0Daricon フ ア イ ザ 一 0，5

Gastr・phyllin 　A 富　山　化
「幽 ’．∫・ 1．0Allergin ： 北．’、 0．4

Neo−Umor
．
三 亜 薬 品 1』 Perlactin メ ル ク

．
万 イf0 ，4

Pecsie 杏 林 1．0
　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

Dig正toxin 塩 野 義 0．4

Miyarisan　 BM ミ ヤ リ サ ン 1．0Fluitran 塩 野 義 0 ．1

Biofermln ビ オフ．L ノレミン L5Anginal ［ll 之 内 0 ．2

B 沁一Tomosan 一三 典 ゾ ー キ 1．0Inolin 田 辺 0．3

Aderoxin ゾ ン ネ ボ
ード 1，0Prednisolon 一　■ 晃 0．5

Pelex 大 鵬 1．0
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．… 　 　 ＿ 童院 薬 物Y2堕 地
・3 （玉

979）
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 2 ．最悪条件 で変化 を生 じた薬 剤

変化形 態 ・｝
薬　　　［晒　　　名　　　　酉己ζ≧

一
量

桧 社 名）　　 （9＞
条 件

h， 測定
匸）

項 目

　　　 Ei　　　 数

O　　　　I　　　3　　　7　　　14　　30

備 　　　 考

外 　 　観
d｝ USP 第2液e｝

Futraful　　　　　　　　　　O．4SYAPP
．

T．LC ．
USP

一 ．『 一 一 一 一
　 　 一 一 一 ＿

0　 0　 　0　 0　 　0　 0

t100％

　 10

SYAPP
．

pH

一
　

一
　　

一
　 十　 十　 十

6．0 − 一一．．．一一一．．．．一．．一一一6．07
：M ，14：S

Diastase　　　　　O．5

（岩　 城 ）
S 十 FYAPP

、
T．L，C ．

USP

一　　・一　　一　　±　　．卜　　十

一 一 一 一＿ ＿ −

0　　0　 0　 0　 0　 0

7： M
， 14二S

13

HAPP
．

T ．LC ．
USP

一一
　　

一
　　

一
　　一　　昔　　十

一 ．一 』 一 一 ＿

0　 　0　 0　 0　 0　 　D

14：S

12

SYAPP
．

pH

一
　　

．一一
　 ：ヒ　　十　　† 　　il．

6．3．一一．．．一　　　　　　 ・．6．33
：M β 0：S

Ebios　　　　　　 I．0

（エ ビ オ．幻

YAPP

．
T ．L．C．
USP

　 r
−
　　

．一
　　：ヒ　　十　　十　　十

一 國一 一 L− 一 一｝

0　　0　 0　 0　 0　　0

3：M ，30：S

11S 十 FHAPP
．

T ．L．C ．

USP

一
　　

．一
　　

一
　　

一．一
　　十　　十

一 ．胃一 一 『 ＿ ＿

0　　0　 0　 0　 0　　0

14 ： M

10

SYAPP
．

pH

一
　

一
　　一　 十　 † 　 廾

3．3　　　
−一．．

　　　
− 3。33

：M ，7：C

30：S

S ．．
トF〈 SPanvitan　　　　　1，0

（武 　　田）
S 十 FYAPP

．

T．L．C．
USP

．．一
　　

一
　　±　　

−1−　　十　　→ト

ー 「． 一 一一　　　　　　　　　一 一

〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇

3： M ，7：C

30：S

15

HAPP
．

T ．L．C ．

USP

一
　　

．一
　　

．一
　　十　　

一・・
　 廾

一 一 一一 」」一 一 一一

〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇

7： M ＆ C

13

SYAPP
．

PH

一一
　　

．．．一
　　

一
　　

一．
　　

一．
　　十

5．0　．　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　5．030
：M

Aspara 　　　　　　1．5

〔田　　辺 ）
S 十 FYAPP

．
T．L．C．
USP

一 ．一 　 一 一． 一一
一 ．−1 − 一 一 一一

〇　　〇　　〇　　〇　　〇　　〇 10

HAPP

．
T．L．C ．
USP

1 − 一．　　　　　　 一 一
．．「 一 ．． r ＿ 一一

〇　 〇　　〇　 〇　 〇　　〇 10ヒ

SYAPP ．

pH

一．
　　

．．
　　 一　　 一　　 土　　 τ

2．6−．．一一　．一　一．．一　　　　　　　　　　．．．　2噛6

　　　　　　「
14：M

Ci囗 a1　　　　　　 1．0

（塩 野 義）
S ｝

．FYAPP

，
T ．L．C ．

USP

．
　　

．一
　　

一
　　

一．
　　

一
　　±

一　　　　一 丁」 一 一

〇　　〇　 〇　 〇　 〇　　〇

30 ： M

10

HAPP
、

T．L．C．
USP

一　　 　 　　 　　 　 　一＿　 　　 　＿　 　 　　 　　 　 　　 」＿　　　　　　　　　「一．
一　　一． Li− 一一　　　　　　　　　一 一

〇　 〇　　〇　 〇　 〇　　〇

301M

10

sYAPP
，

pH

　 L　　　　　　　　　　　　一
　　

．
十
．

剥
． ．

ト1 亠． ．1　
5．7　　　　−．．．　　　　．一一一　．．一一5．71

：M ，3：S

S 十 F ；SPan α eatin 　　　 1，0

（岩　　城）
S 十 FYAPP

、
T．LC ．

USP

ご
．

ト． 什 →1 ．・．
廾

一一．　　．一 一一 一 ＿ −

0　 0　　0　 0　 0　　0

1： M
， 3：S

20

HAPP

．
T，L．C ．
USP　 ．

一
　　十 　　

．
什
．
　 十　　十　　十

一 一． 一 一 n− ＿

0　 0　　0　 0　 0　　0

1： M β：S

18ヒ

噺

〔
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表 2 イ2）

変 化 形 態
a）

薬 品 名 配合單：

（会社 名）　　 〔9｝

Futraful 0．4

宀

Takaplex

（／：　／．　 共 ：｝

0．5

Berizym

〔：塩 野 義 ）

1．O

ρ

S ．1．F ・＝S

lEnteronon　 R 　 1．O

L

Lac 　 B

（r・1研 化 学 ）

1．5

Popon　 S

（塩 野 義）

1．5

条 件
b）

S

S

S 十 F

S

S 十 F

S

S ．1．F

S

S 十 F

S

S 十 F

S

S 十 F

Y

Y

Y

H

Y

Y

H

Y

ア

、

1ー

Y

Y

H

Y

Y

H

Y

Y

H

測 定
c 〕

項 目

APP ．
T．L．C．
USPAPP

，

pHAPP
．

T．L．C．
USPAPP

．

T．L．C．
USPAPP

．

pHAPP

．

T ．L．C，
USPAPP

．

T ，LC ，
USPAPP

．

pHAPP

．
T ，L，C．
．
USPAPP

、

T ，L．C，
USPAPP

．

pHAPP
，

T ．L．C．
USPAPI

｝．
T ．LC ．

USPAPP
．

pHAPP
，

T．L．C．
USPAPP

，
T．L．C．

USPAPP
．

pHAPP
．

T．L．C．
USPAPP

．

T．LC ，

USP

1E 数

0 　 1 　 3 　 7 　14 　30

0 　 0 　 0 　 0 　 0 　 0
一　一　一　

一
　
．
十 　 十．

7．3− 一＿一一．．．…一一一一 7．3
一　

一
　
一

　
一

　 →卜　 廾

0 弖 0000
寸

皿

0

量

一

〇

一
一

〇

一

一

〇

…

一

〇

一

一

〇

5，2 − ．一．．一．
十 　 十

　 5．2
一　一　 一　 一　 十 　

・ff

O 　 O 　 O 　 O 　 O 　 O

廾

一

〇

十

一

〇

一
一

〇

一
一

〇

一
一

〇

一

［

0

5．4 ．・一．．
＋

』

　

5

十

｝

0

一

一

〇

一

一

〇

一
　

0

一
…

0

一
一

〇

　 　 　 　 一　
一

　
一

　 十

一9 　0 　0． 0 　0 　0
　 　 　 　

−
　 ± 　 ± 　 ｛

9．7　　　　　
．．．一．−

　　　　　9．7

0

　
一

　 土 　 土 　 ザ

0 　 0 　 0 　 0 　 0

0 　 0

一
　
一

　
一

　 1・．

0 　 0 　 0 　 0

、丁27 三 二 4．2
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表 2 一 

変 化形 態、，
薬 　品　名　 配 合量

（会祉 扮 　　 〔9）
条　件

b）
測 定 cレ

項 目

　　　 日　　　 数

O　　　l　　　3　　　7　　　14　　30

備 　　　 考

外　 観
d⊃ USP第2液の

Futraful　　　 O．4SYAPP
．

T ．L．C．
USP

　 一 『 一 ＿ ＿
一 一鹵 一 一 ＿ −

0　 0　 0　 0　 0　 0

tlOO ％

　 10

SYAPP ．

pH

一
　

一
　　±　 ±　　十　 十

8．3　　　　　　　　　　 8．13
：M

S 十 F ＞ SNat ，　 Blcarb．　 1，0

（小 　　堺 ） S十 FYAPP

．
T ．L．C，
USP

一
　

一
　　．±　 ±　 十　 　十

』 一 ｝ 一 一 ＿

0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　28．60　33，65

3：M ，14：L

HAPP
，

T．L，C．
USP

』
　　　

一一
　　

一．
　　士　　　十　　　十

　 一．．　　　　一 一一 ＿ ＿

0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　27．50　　29．27

7：M ，14：L

a ）変 化 形 態　S ＋ F 〈 S ：変 化の 抑制 され た試 料，S ＋ F ＝S ：単剤 と同 程度 の 変化 を生 じた試 料，
　　　　　　 S ＋ F ＞ S ：配 合変化した 試 料

b）保 存 条件　S ；単 剤　S 十 F ：配 合剤　Y ：薬 包紙 包装に よる　H ： ヒ
tt一

トシ
ー

ル 包装 に よる

・） i聢 囎 APP ・：欟 変 イ匕 T ・LC ・：薄層ク ・ マ トグラフ 法 USP ：酬 ll嫐 （第 1液 に よ9、溶牌 （％）＞
d）外　　観　数字は変 化 の 発現 日 数，記 号 は 変 化 の 内容 （M ：湿 潤 ， S ：固 化，　 C ；着 色，

　 L ：液化）を示 す
e）溶出試験 に お け る 第 2 液で の 主 薬 の 溶 出す る 時 間（分 〉（30日後 ）

蝋

ル シ リ ソ
， ガ ラ ン タ

ー・ぜ の 7品 目は ，中間条件 に お い て

わ ずか に 外観変化を生 じた が ，保存条件 に 注意すれ ば 調

剤に 差 し支えな い もの と考えられ る．

　配合 に よ っ て 外観変化が 増強 した もの は ，テ オ コ リ

ン ，重炭酸 ナ ト リ ウ ム ，ネ オ フ ィ リ ン で あ り ， 最悪 お よ

び 中間条件下 に お い てそ の 変化 が認 め られ た．これ は フ

トラ フ ール 細粒の 時と比較して酸化マ グ ネシ ウム とガ ラ

ン タ
ー

ゼ は 良 くな っ たが ，テ オ コ リン は 悪 くな っ た ．

　2． 薄眉クロ マ トヴラ7 イ
ー

　FTEG お よび 表 1 の 被験薬は い ずれ の 条件下 で もFT

−207 の 分解 を 生 じな か っ た ．表 2 の 被験薬で は ，rH が

高く，湿潤が認め られ た テ オ フ ィ リン 系薬剤 2品 目が分

解を 生 じ ， 5−FU が 検出 された ．しか し ， 他 の 被験薬 に

お い て は 30 日間 5−FU が検出 され なか っ た．

　
一

方，中間お よ び最良条件下 で は FT −207 の 分解 は 認

め られ な か っ た ．さ らに ，前報で分解の 認め られ た 消化

酵素剤お よ び ビ タ ミ ン 剤 は FT−207 の 分 解 を認 め な か っ

た．こ れ は コ
ー

テ ィ ン グ す る こ とに よ り良くな っ た と考

え る．

　3． 溶 出試験

　FTEG は 副f乍用 を軽減す るた め に 腸溶性 と して い る，

そ こ で 溶出試験な行 い 腸溶性 コ ーテ ィ ン グ膜 の 劣化に つ

い て 調べ た ．そ の 結果，FTEG お よび 表 1の 被験薬は い

ず れ の 条件下で も第1 液で の 溶出は認 め られなか っ た．

表 2 の 被験薬 で は 吸湿が認め られ た 田 の 高い 重炭酸ナ

ト リ ウ ム ，テ オ コ リ ン ，ネ オ フ ィ リ ン の 3 品目で 第 1液

の 溶出が認め られ た ．しか し，他 の被験薬に お い て は 30

日間溶出は 認め られな か っ た．一
方 ， 中問お よ び最良条

件下で も溶出は 認め られ なか っ た ．

　4． 配合変化の原因

　配合変化 の 疑い の あ る 重炭酸 ナ ト リウ ム
， テ オ コ リ

ン
， ネ オ フ ィ リ ン は ， 吸湿性が強 く， 田 の 高い 被験薬

で ある．した が っ て 皮膜は 出6 よ り溶解す る よ う調節

して あ り，被験薬の 単剤が 吸湿 して 両 が 高い た め に

FTEG の コ ーテ ィ ン グ基剤が 劣化 し，外観変化，薄層

ク 卩 マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る分解物の 確認お よ び 第 1液で

の 溶出が 生 じた もの と考え られ る．

結 論

　FTEG と 60種類 の 繁用薬剤 との 配合変化試験 を 行 っ

た・そ の 結果 FTEG お よ び 35種類 の 薬剤は 最悪，中

間，最良の 各条件下 で 外観変化を示 さなか っ た．最悪条

件下 で 25 種類の 薬剤，中間条件で 9 種類 の 薬剤お よび

最良条件下 で 2種類 の 薬剤が 湿潤，固化，着色お よび 液

化等の 吸湿由来の 外観変化を 生 じた．外観変化を 生 じた

薬剤の うち ， 配合に よ っ て 変化が増強 し た もの は ，重炭

酸ナ ト リ ウ ム ，テ オ コ リ ン ，ネ オ フ ィ リ ン で あり中間条

件 で軽度 の 変化 傾向を 認め た ．薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
， 溶出試験 の 結果 よ り ，

こ の 3 種 の 薬剤 との 配合 は 不

可 で あ る．

轟
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　 し か し な が ら ，本実験に 供 した残 りの 57種類 の 薬剤

との 配合は ，吸湿包装 お よ び 調剤投与の 期間等に 留意す

れば，配合は 可能で あ る．
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7卩】 1
白血 球減 少症

円形脱毛症

滲出性中耳カタル

　　毒蛇 咬 傷

簗理 作 用

細 網 内 皮 系 機 能 冗進 作用

免 疫 体産 生 作 用

抗 ア レ ル ギ
ー

作 用

副 交 感神 経 歸 張榎 解 作 用

毒 素 中和作 用  化 研 生 薬 株 式 会 社
本 　　　社 ；裏京都 中央 区 日本矯室 町 2−1（三 弾 本 館）To1．03一忽 1− 4573

東京営粟所 ：三 鷹市下 連 雀 3 − 37− 10　　　　 　　 Te1．04瓰一44−3114
大阪営寮所 ：大 阪 市 東 区 瓦 町 2 − 55（瓦 町三 和 ピル ）T ε1．06−231−3915

〔

前立 腺肥大 に 伴 う排 尿障害 に …

《健保適用》

非 必 須 ア ミ ノ 酸 配 合 に よ る

排 尿 障 害 治 療 剤

覚 ，7 囮コト

雛

く成分 》

　 1 カ プ セ ル 中
・……・・L 一

グル タ ミ ン 酸 265mg

　　　　　　　　　　L 一
ア ラ ニ ン 　 　 100tng

　　　　　　　　　　日 局 ア ミ ノ酢酸　　45mg

《適応症冫

　 前 立 腺 肥 大 に 伴 う排 尿 障 害 、残 尿 お よ び残尿

　 感 、頻 尿。

《用 法・用 量 》

　通 常 ユ 回 2 カ プ セ ル 、1 目 3 回 経 口 投与す る 。

　 な お 、症 状 に よ り適 宜 増減する。

〔包　袋〕 5UOcap．1，UUOcap．3，000cap．
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